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自動で、観察し、考え、給餌する大規模沖合養殖システムの開発

大型生簀
サイズ :直径30m × 深さ20ｍ
沈下深度:20m・水深50m以上
飼育数 :33万尾/6生簀
生簀数 :6生簀/システム
※標準的小型生簀:8m×8m×8m

3-5千尾/生簀

リアルタイム飼育管理装置
•広帯域ソナーによって魚群の数量と
行動をリアルタイムで監視

•ブリの満腹行動を把握し給餌止めを
自動化することで給餌量を最適化

•徹底した数値（データ）管理を通じて、養殖
の経験知依存からデータ駆動型生産へ

陸上からの⾧距離飼料搬送装置
•３km沖に沈下した生簀へEP飼料を搬送
•飼育管理の24時間化による給餌の量と
時間の最適化で生産性向上

•給餌船の使用に伴う一連の給餌作業を
大幅に省力化

•リモート化などを通じ労働安全性を向上

完成予想図 大規模養殖・リモート量産化システム（仮称）
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本研究開発に関係する項目

養殖業成⾧産業化総合戦略に基づき 次世代養殖システムの技術開発を
養殖で最も生産され かつ戦略的養殖品目指定のブリの沖合養殖をターゲットに推進

出典:水産庁「養殖業成⾧産業化総合戦略について 水産庁/令和3・2021年設定 」

現状生産量
令和02(2020)年

ブリ類 13.8万t
74％増（％:目標比）
養殖業成⾧産業化総合戦略
令和２（2020）年７月策定
令和３（2021）年７月改訂

▽

■戦略的養殖品目:KPI
生産量目標
令和12(2030)年

ブリ類 24 万t
輸出目標
令和12(2030)年

ブリ類 ¥1.6千億

出典:水産庁「新たな水産基本計画」

沖合養殖には
様々な課題が存在
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養殖業の成⾧産業化に貢献する次世代養殖システム開発の方向性

沖合漁場 × 大型生簀 × 沈下式生簀 で儲かる養殖の実現

□C1000

リアルタイム飼育（24時間）管理装置
□C2000

陸上からの⾧距離飼料搬送装置

魚の満腹が
わかるように

する

課題
・

リスク 魚の監視がむずかし 魚への給餌がむずかし

餌を自動で大
量に運べるよ

うにする

餌の量を適切
に調節できる
ようにする

魚の数・大
きさがわかる
ようにする

魚の健康状
態がわかるよ

うにする

人手が足りない／危険な労働環境担い手

給餌沖合漁場

課題解決
の方向性

必要な
技術

仮称 大規模養殖・リモート量産化システム
給餌の最適化・オペレーションの省人化・安全確保で収益の安定化

＜パッケージ化＞

動産価値の把握 コストダウン

機械化・自動化【サイバーフィジカル】

コストダウン コストダウン コストダウン

安全衛生安全衛生

目標

自動で、観察し、考え、給餌する大規模沖合養殖システムの開発
3

 開発方針:C1000+C2000



養殖業の成⾧産業化に貢献する次世代養殖システム開発の方向性

高成⾧種苗 × 魚粉・昆虫粉末配合飼料 で儲かる養殖の実現

C3100 & C3200

育種改良プラットフォーム

C3300

ブリが育つ魚粉・昆虫粉末配合飼料

子の成⾧を
予測できる
ようにする

課題
・

リスク 人工種苗の育種は困難で時間がかかる 魚粉の価格高騰
安定的入手がむずかしい

食品残渣で
昆虫を大量
に培養できる

ようにする

昆虫（ミズアブ）

でブリを養殖
できるようにす
る

成⾧を左右
する遺伝子
がわかるよう
にする

最良の両親
マッチングを
できるように

する

ブリ幼魚（天然種苗）の漁獲不安定
（高成⾧の人工種苗に期待）

課題解決
の方向性

必要な
技術

魚粉依存を軽減する魚類養殖支援技術
高成⾧なブリを魚粉・昆虫粉末配合飼料で養殖へ

目標
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 開発方針:C3000

ブリ幼魚（モジャコ）漁師の減少

【サイバーフィジカル】

＜併用＞

コストダウンコストダウン

資源循環

価値最大化

種苗

人材

担い手

餌



自動で、観察し、考え、給餌する大規模沖合養殖システムの開発

 実施概要

生簀

搬送 陸上からの⾧距離飼料搬送装置
沖合3ｋｍまで給餌可能な

陸上飼料搬送装置

リアルタイム飼育管理装置
ブリの活性、体⾧や異常行動
を検知可能な画像解析AI

給餌

魚粉依存を軽減する魚類養殖支援技術
• 親魚のゲノム情報や数等の情報から高

成⾧ブリの効率的な育種方法を提案
する育種改良プラットフォームを開発
▷養殖業者が使用できるように水産研
究・教育機構のウェブサイトを通じ公開

• ブリ用配合飼料の魚粉使用量を低減さ
せるため、昆虫粉末に20％置き換え

陸上からの⾧距離飼料搬送装置
• 沖合1～3ｋｍまで給餌可能な陸上飼

料搬送装置を開発
▷無人給餌を可能にするとともに、天候
に左右されない給餌で、沖合での養殖
期間を年間50日短縮

 

リアルタイム飼育（24時間）管理装置
• 広帯域音響技術で得られたデータから、

直径30m以上の生簀内の1尾１尾の
ブリの活性、体⾧、異常行動の判定が
可能なAIを開発
▷給餌量をコントロールし、大型生簀に
対して人手で給餌を行う方法に対して、
餌のコストを5%削減

 成果目標

SIPアウトプットの提供価値
ブリ養殖のコストを従来の大型生簀での養殖と比べて20％削減
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魚粉依存を軽減する魚類養殖支援技術
高成⾧ブリの選抜・交配の経路が出力される
育種改良プラットフォーム

ブリ養殖が可能な低魚粉飼料



特徴技術課題

径30ｍの大型生簀に対応広帯域ソナーソナーとカメラによる
リアルタイム飼育管理 摂餌活性をAIで判別行動判別AI

搬送距離＜3 ㎞気流搬送
陸上からの
⾧距離飼料搬送装置

分岐により2～6 基の生簀に給餌可能分岐装置

沈下した生簀に給餌水中吹込み装置

95％以上の遺伝子が染色体に対応リファレンスゲノム

育種改良プラットフォーム
・ゲノムブラウザ
・形質予測システム
・ゲノミックセレクションプログラム
・育種シミュレータ

ソフトウェア

成虫からの採卵の作業を大幅に省力化ミズアブ採卵方法
ブリが育つ

魚粉・昆虫粉末
配合飼料

乾燥と脱脂の条件の最適化ミズアブの加工方法

ミズアブで魚粉を低減し、搬送耐性を付与原料配合の比率

自動で、観察し、考え、給餌する大規模沖合養殖システムの開発

 開発スペック
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社会実装で期待されるサプライチェーンの変化と食料安全保障への貢献

7

中規模養殖経営体 加工業者

大規模養殖経営体

養殖生産 自社加工

社会実装により実現するブリ養殖業の新たなサプライチェーンと担い手像SIP3による新技術開発と製品化

水研機構

日鉄エンジニアリング

（一社）
ACMS

大規模養殖・
リモート量産化システム※

⾧距離
飼料搬送

装置

リアルタイム
飼育管理

装置

大規模へ拡大／生産コスト低減

※大型浮沈生簀は国内メーカー2社から調達可
（本システムは海外メーカーの大型生簀にも適用可）

要
素
技
術

と
し
て
提
供

小規模から中規模へ拡大／生産コスト低減

種苗生産

優良
人工種苗

飼料製造

低魚粉
飼料

供給量増※に伴う
新規サプライチェーン

問屋
量販店
外食店

（既存市場）

商社

※ 水産庁 養殖業成⾧産業化総合戦略（令和3年、2021年）より、ブリ類2030年生産量目標:24万トン、2030年輸出額目標￥1600億円

既
存
供
給
量

海外市場
（新規市場）



要素技術

陸上からの⾧距離飼料搬送装置

これまでの研究開発成果 

日鉄エンジニアリング株式会社

米林 龍太郎



次世代養殖システムが求められる背景 : 養殖業の課題


 

 

 https://www.msil.go.jp/  

Akva社（ノルウェー）の 
オペレーションセンター  

Akva Group 2  


 

 


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出典:「知」の集積と活用の場 産学官連携協議会

日鉄エンジニアリング独自の基盤技術を養殖設備に転用

©2025 NIPPON STEEL ENGINEERING CO., LTD 



日鉄エンジニアリングの自動養殖システム（全体構成）


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システムの期待効果
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主な導入実績
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自動給餌システムの概要














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SIPにおける取組
要素技術 陸上からの⾧距離飼料搬送
３km沖の生簀へEP飼料搬送が可能に

15©2025 NIPPON STEEL ENGINEERING CO., LTD 



大型生簀を沈められる深さ50mを充足する海域はどこにあるでしょうか?

16©2025 NIPPON STEEL ENGINEERING CO., LTD 



対応できる海域:50m以深の沿岸域／距岸距離3km以内

魚類養殖向け区画漁業権漁場の沖側外縁の距岸距離
※海洋状況表示システム （https://www.msil.go.jp/）上の計測結果から作図

陸 

区画漁業権漁場 

⾧崎県と離島
を除く九州

0.8km以遠は未利用海域が存在
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50m以深の沿岸域／距岸距離3km以内

0-1 km 
1-2 km 
2-3 km 

南九州
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対応できる海域:50m以深の沿岸域／距岸距離3km以内

陸 

区画漁業権漁場 

※

全 国

0.8km以遠は未利用海域が存在
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南九州 
豊後水道 志摩・南紀 

伊豆 

三陸 

津軽・道南 

National Centers for Environmental Information, NOAA, US 
 (https://www.ncei.noaa.gov/maps/grid-extract/) 
Global Self-consistent Hierarchical High-resolution Geography, 
 GSHHG ver. 2.3.7 (2017) 
より QGIS(ver. 3.40.1) を使用し作成 

サーモン 

ブリ類 

全 国

50m以深の沿岸域／距岸距離3km以内
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カーボンニュートラルへの貢献

0




100

0 !!

30 !
Adobe Stock
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要素技術

リアルタム飼育管理装置

これまでの研究開発成果 



要素技術 リアルタム飼育管理
広帯域ソナーによって魚群の数量と行動を24時間リアルタイムで監視

給餌漁船（従来式）

バージ船

陸上からの⾧距離飼料搬送

提供：黒瀬水産(株) 

(北澤、2021) 

提供：日鉄エンジニアリング(株) 

共通

リアルタイム飼育管理装置 

23

北澤 水産工学Vol.58,（1）pp.29－35 



要素技術 リアルタム飼育管理
広帯域ソナーによって魚群の数量と行動を24時間リアルタイムで監視

浮沈・大型生簀に対応した遠隔的計測・観察方法を提案

24

自動で観察し、考え、給餌するためには科学的な定量データが必須



要素技術 リアルタム飼育管理
広帯域ソナーによって魚群の数量と行動を24時間リアルタイムで監視

大型生簀における魚類養殖において、ソナーによるリアルタイム監視技術は、高濁度・低照度（夜間）における
環境での魚体のモニタリング等と自動給餌において効果を発揮

25

光学（カメラ）音響（ソナー）
5m40m以上探知範囲
照度・濁度に依存なし環境依存性
小さい（151 ㎥）**大きい（1651㎥）*観察体積
高いやや低い分解能
誤差大精確密度測定
近距離（～5m程度）の魚のみ可能魚までの距離に依存せず可能速度推定
同上同上サイズ推定
不可24時間の自動監視が可能夜間使用



計測対象の「沖合の大型浮沈式生簀」問題と対策

沖合浮沈生簀は遠く、大きく、通常は海中に

①大きさがどのくらいの量いるのか
魚種はわかるが、サイズ、尾数はあいまい

②何を使ってどうやって測るか
光学と音響を組み合わせ生簀全体を把握

④計測器の電源をどうするか?
ソーラー＋α、蓄電池を使用

⑤耐圧性能
どのくらい沈むか?変化は?

③遠隔データ取得
ブイを用いての遠隔データ取得

直径
30 m

大型生簀（沖合3.5 ㎞）



音響理論の基本法則を用いて、密度とサイズを推定

・基本は山彦と同じ原理 反射を「聞く」

・反射強度Ts*は、魚のサイズ（鰾）に依存

・体積散乱Sv,魚1尾からの反射Ts、分布密度n,とすると
Sv = n Ts :分布密度と反射量の積

⇒魚の反射量(Ts)がわかれば、
分布密度n（尾/m3）を把握可能

音源

音波の広がり

体積散乱強度:Sv
（単位体積当たり）

反射強度:Ts
（1尾からの

反射）
Ts

Sv

鰾
（ウキブクロ）

魚体

*Target Strength, ** Volume back Scattering



魚の反射特性

ソナー部会報告書（海洋音響学会、2012）

↑反射強

反射量は、「反射体＝ウキブクロの形状」に大きく依存

←反射強

←反射強 反射強→

反射強→



広帯域計量魚群探知機を用いた定量性の確認 横方向の測定
魚体サイズの推定

生簀網奥

小型個体生簀

大型個体生簀

Ra
ng

e 
[m

]
Ra

ng
e 

[m
]

－40 dB

－44 dB

Logスケールで約4 dB→体⾧を反映
20log(45cm)-20log(75㎝)=4.4 dB

約45 ㎝

約75 ㎝

生簀網手前

魚

自動検出による体⾧推定



給餌中
位置検出

広帯域計量魚群探知機を用いた定量性の確認 横方向の測定
対象位置の測定から遊泳速度の算出

対象の位置を推定可能⇒連続で捉えられれば移動速度も推定可能

給餌前 給餌中

疎ら給餌前
位置検出

給餌前 給餌中

距
離

[m
]

・大型生簀に対応するために観測範囲を広げての観察が必要
・音響ビーム内を細かく観察する必要



短距離を詳細に確認可能な音響カメラと光学カメラ

給餌中は明らかに遊泳速度が上がる

5m 

音響カメラによる観察 光学カメラによる観察



大型浮沈生簀の特性把握

深度ロガーと流向・流速ロガーの変化

時間により生簀深度が大きく変動する⇒生簀は流れの影響を大きくうける

 ↑
流速
早い

生簀網
深い↓

生簀
沈下

生簀
浮上

天井網

底網

【実施イメージ】 耐圧式
広帯域魚探
送受波器

ロガー
深度、
流向・
流速、
光量子

↑
10m
↓

生簀
突然
浮上

↑

20m

↓



大型浮沈生簀内の魚群の観察例

突然の生簀の急浮上・急沈下にも魚は闇の中で追従

天井網の深度と照度変化

魚影

Ra
ng

e 
[m

]

魚影

天
井

網
深

さ
(反

転
)

↑
10m
↓

天井網
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広帯域計量魚探による鉛直観測



その他の観測技術 環境情報と生簀深度を遠隔的に把握

・遠隔的に海象、センサ周辺の環境情報（水温、塩分、溶存酸素、pH、濁度など）と
網深度変化を取得可能なシステムを導入
・環境モニタリング結果や生簀形状の変化を把握可能
⇒生簀内の魚の行動情報の深い理解にも資する

正面 右 奥 左

深
度

[m
]

環境
計測ブイ

環境データの遠隔受信試験 生簀網形状把握のための深度変化測定



基礎実験を経て約25日の定量的な連続遠隔観測を実現

遠隔的に取得した魚探収録画面（通信中）

観測ブイ設置中
水中での計測器



まとめ

【小型生簀における基礎実験】
・音響理論を基に、ブリのサイズ、行動を検出可能なことを確認

・遊泳速度など定量的パラメータを複数の機器で使用可能に

【大型生簀における実戦実験】
・生簀の挙動を定量的に把握

・複数の観測システムを構築し、沖合大型浮沈生簀で実験

・ソーラーと蓄電池を組み合わせた観測ブイとシステムを構築

・約25日生簀内の魚の挙動を遠隔的に測定し、機械学習手法の入力データに



要素技術 リアルタム飼育管理
広帯域ソナーによって魚群の数量と行動を24時間リアルタイムで監視

給餌漁船（従来式）

バージ船

陸上からの⾧距離飼料搬送

提供：黒瀬水産(株) 

(北澤、2021) 

提供：日鉄エンジニアリング(株) 

共通

リアルタイム飼育管理装置 
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要素技術

育種改良プラットフォーム装置

これまでの研究開発成果 



ゲノム育種で高成⾧性ブリを選抜、昆虫による食品リサイクルで
ブリの生産量を増加させ、輸出増と食料安全保障を実現!

1 cm

受精卵
育種プラット
フォームを活
用した遺伝資
源の高度利用

ゲノム育種による
高成⾧個体の選抜

高成⾧種苗

食品
リサイクルに
よる飼料生産

親魚(2～3歳)
親魚養成

昆虫飼料

食品工場残渣

水産残渣

育種サイクルを回すほど効果が増強される 堆肥化よりもタンパク質生産

焼酎粕

廃棄野菜

2025年から



要素技術 育種改良プラットフォーム
背景:ゲノム生物学の進展により、ゲノム情報から生物の特徴を探ることがで
きる時代が到来:この技術を活用したタンパク生産の向上に期待!

40

アミノ酸

タンパク質の合成

細胞の増殖

臓器の形成

転写酵素
個体の形成

ゲノム(遺伝子の総体：Gene+ome=Genome)

メッセンジャーRNA
(mRNA)

タンパク質

リボソーム



要素技術 育種改良プラットフォーム
ゲノム情報に基づいて成⾧の良い個体を予測し、親として用いる雌雄の最適
なマッチングを実施:専門的な知識が無くてもゲノム育種が可能に!
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養殖魚

個体別のゲノムデータ
成長データ
(体サイズ)

・

・

・

1000～2000個体
多数の高精度な
ゲノム情報

・

・

・

大

中

小

飼育履歴が明らかな
個体の形質情報

・

・

・

ゲノム情報と成長の
関係を解析

ゲノム情報から成長
の良い個体を予測す
るシステムを構築

形質予測システム

ゲノム情報と形質情報の
ビッグデータ

親のゲノム情報をもとに
次世代の成長を予測

最適な親を選ぶゲノム
選抜プログラムを開発

ゲノム選抜プログラム

育種改良PF



要素技術 育種改良プラットフォーム
ブリの完全養殖サイクルを踏まえた運用により、高成⾧な人工種苗を短期間に
育成
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形質予測システムにより
成長の良い個体を予測
形質予測システムにより
成長の良い個体を予測

ゲノム選抜プログラムにより
最適な雌雄を選抜
ゲノム選抜プログラムにより
最適な雌雄を選抜

受精卵

高成長な人工種苗

親魚(2～3歳)

出荷

ブリの完全養殖
サイクル

形質予測に基づく

選抜

養殖魚(1～2歳)

天然種苗(初期に導入)

出荷されたブリ

親魚生け簀

ブリの採卵の様子



ブリの優良品種づくりに向けた遺伝子の解読

要素技術 育種プラットフォーム
ブリゲノム完全解読とゲノムブラウザの開発:養殖ブリの高精度なゲノム解析
を可能にする基盤技術を整備!
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要素技術

ブリが育つ魚粉・昆虫粉末配合飼料

これまでの研究開発成果 



特徴技術課題

径30ｍの大型生簀に対応広帯域ソナーソナーとカメラによる
リアルタイム飼育管理 摂餌活性をAIで判別行動判別AI

搬送距離＜3 ㎞気流搬送
陸上からの
⾧距離飼料搬送装置

分岐により2～6 基の生簀に給餌可能分岐装置

沈下した生簀に給餌水中吹込み装置

95％以上の遺伝子が染色体に対応リファレンスゲノム

育種改良プラットフォーム
・ゲノムブラウザ
・形質予測システム
・ゲノミックセレクションプログラム
・育種シミュレータ

ソフトウェア

成虫からの採卵の作業を大幅に省力化ミズアブ採卵方法
ブリが育つ
魚粉・昆虫粉末配合飼

料
乾燥と脱脂の条件の最適化ミズアブの加工方法

ミズアブで魚粉を低減し、搬送耐性を付与原料配合の比率

自動で、観察し、考え、給餌する大規模沖合養殖システムの開発

 開発スペック
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「食品リサイクルで昆虫を育成し、
ブリのエサにしよう！」

安藤 忠

サブ課題Ｃ 動物性タンパク質（水産物）の次世代養殖システム構築

1 cm



ゲノム育種で高成⾧性ブリを選抜、昆虫による食品リサイクルで
ブリの生産量を増加させ、輸出増と食料安全保障を実現!

1 cm

受精卵
育種プラット
フォームを活
用した遺伝資
源の高度利用

ゲノム育種による
高成⾧個体の選抜

高成⾧種苗

食品
リサイクルに
よる飼料生産

親魚(2～3歳)
親魚養成

昆虫飼料

食品工場残渣

水産残渣

育種サイクルを回すほど効果が増強される 堆肥化よりもタンパク質生産

焼酎粕

廃棄野菜

2025年から



ブリは何を食べている？

イワシ類
アジ
イカ など



ブリ用飼料の組成例 EP飼料



魚粉の価格がドンドン上昇中！

魚粉は主にイワシ類から作られる。
魚
粉
の
価
格
（
円
/k
g）



15個体 51日間

主要原料:ミ ズアブ+ 微細藻類＋アミ ノ 酸3 種
オーラン

魚粉と魚油を不要とする
国内資源循環型魚類養殖に
目途が立ちました。

Fish
me

al

BS
F

+A
u

ra
n

0.0

0.5

1.0

1.5

2.0

平
均

成
長

速
度

（
％

/日
） 1 5 1 g

開始時体重7 1 g  

1 5 3 g

魚粉
＋魚油

国産BSF
＋微細藻類

無魚粉
無魚油

オーラン

昆虫と微細藻類で

世界初

平
均

体
重

増
加

速
度

（
％

/日
）

ミズアブと微細藻類を使うと、
魚粉と魚油がなくても
マダイを育てられます。

国産ミズアブと微細藻類でマダイを
しっかり成長させることに成功！

BSF オーランチオキトリウム

1 cm

の成果



ミズアブをどうやって育てる?
ミズアブは何を食べる?

キャベツ・白菜
レタスの外葉

酒粕

米ぬか

1 cm

ワイン粕

アメリカミズアブ

おから

食品工場残渣

カット野菜の
残渣 ジュース粕

ミズアブは
食品リサイクルを回す歯車



ミズアブの特徴
ミズアブは高速成⾧!
幼虫の育成期間は約16日。

 
ミズアブは好き嫌いしません!
・野菜の切れ端や捨てられる食品など。
・低タンパク質残渣でOK。

 
ミズアブは安全です!
・重金属が魚粉の基準以下。
・カビ毒やマイクロプラチックを
蓄積しない。

・病原菌を媒介しない昆虫。
・抗菌ペプチドを有するので、
細菌などを強力にブロック！！

甲殻類のフレーバー

双翅目ミズアブ科
アメリカミズアブ
Hermetia illucens

刺しません！

岐阜大学教育学部理科教育講座（地学） 



ミズアブの効果

・魚粉代替（養魚、養鶏）
・食品・農業残渣の高速処理
・糞は肥料
・油は燃油と薬用石けん原料
・温室効果ガスの排出抑制

Fly to Fly

SAF（航空機燃料） バイオディーゼル

ミズアブオイル



SIPで進めている内容

研究テーマ１:ミズアブ飼料を用いたブリの養殖現場での育成試験

研究テーマ２:ミズアブ生産の量産化に向けた技術開発
・ミズアブ成虫からの採卵作業の効率化
・ミズアブの乾燥と脱脂の条件

（・ミズアブの国産生産プラントの開発）

研究テーマ３:⾧距離搬送システムに対応したブリ用ミズアブ飼料の開発

（2025年から参画）



ミズアブ飼料の生産工程
採卵: ノウハウあり。現在は手作業。

幼虫育成: 恒温室・温室等の閉鎖空間で実施。

ふるい: 振動ふるいを使用。

乾燥: 現在は熱風乾燥、条件を検討中。

脱脂: エキスペラー型脱脂装置を使用するが、条件を検討中。

粉砕: 魚粉と同様。

他原料と配合: 比率が大事。

成形（殺菌）: エクストルーダー使用。

ミズアブの利点
・他昆虫と違って

疾病発生が無い。
安定的生産が容易。

ミズアブ
生産

加工
過程

飼料製造
過程

赤字:SIPで開発中



魚粉 ＋ 魚油 ＋結着剤＋ミネラル・ビタミン
＋植物性原料

今

近い将来
（SIPの目標）

魚粉 ＋ 魚油 ＋結着剤＋ミネラル・ビタミン

ミズアブ粉＋植物性原料

養殖魚のエサ



環境に優しいミズアブで、
「ブリ養殖に必要な魚粉の２割代替」を目指しています。

コラボさせて頂きたい企業様の例
○魚類養殖業者
○食品残渣処理で困っている企業・自治体
○食品リサイクルを進めたいと考えている企業
○ミズアブ生産に興味がある企業
○産業廃棄物処理業者
○飼料メーカー
○ミズアブ量産プラント開発
○バイオディーゼルやSAF製造企業

今、私たちが必要としていること
○ブリ等でのミズアブを使用した養殖現場での実証育成実験
○ミズアブの社会的重要度と効果の認知度アップと需要の増大
○国内でのミズアブの量産と安定供給体制の構築
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